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■日本燃焼学会創立50周年記念特集■

日本燃焼学会 とのつ きあいは,1970年 の第 8回 燃焼シン

ボジウムで発表 して以来で,今 日までに至っている 大 阪

瓦斯 トレー エングセンターで行 われた講演会で火花点 火の

研究を発表 した 当 時,若 い人を誰 も知 らず, まして研究

室か らは 1人 だけの参加であったので,講 演の後 は阪大歯

学部在学中の高校の友人宅に泊 まって将来の話などを して

いた記憶が ある 本 学会の運 営に携わつたのは木 村逸郎先

生の後 を受けて理事 (当時幹れ を拝命 してか らである ま

た,福 谷先生の後 をうけて,平 野,新 岡両会長 の もとで庶

務 を担当 した 両 会長の経 営能力に比べて随分 見劣 りのす

る担当者で あったが,国 際燃焼学 会 との関係,連 携 につい

て御教示いただいた

その後,新 岡先生 の後 を受けて 1999年 に 8代 目の会長

を拝命 した 論 文集の見 直 しや法人化等の中期的な問題 は

あったが,何 といって も2002年 の札幌における第 29回 国

際燃焼 シンポジウムをいかに成 功 させ るかであつた 現 地

実行委員会 は伊藤先生が委員長 を務めて下 さることになっ

ていたので,委 員長がおや りにな りやすい総 合的な環境 を

形作 るのが役 日であつた そ の ときもぅ会長 として実行委

員会には日出 しは一切しないが責任だけは全 うすると心に

決めたの も今では隈か しい思い出である ま た,最 大の問

題である財 政面に関 しては,佐 藤順一氏,徳 本恒徳氏 など

が国際的な情報を会員諸氏 に報 告する研究会を学会内 に立

ち上tデて頂 き, それを企業 か ら支援 して頂 くという画期的

なアイデアが大いに役にたった 以 上のようなことで 幸

いにも同シ ンポジウムは誠 に盛 会裏 に終了 した こ こに改

めて関係各位 に感謝 の意を表 したい 法 人化 については,

従来の法人 の在 り方が再検討 されつつ有 る段階であつたの

で,法 人化 はいずれす ることとして時期尚早 とした 現 在,

NPO法 人 に向けて進行中で あるの は御承知 の通 りで ある

燃焼学会は本来,国 際燃焼シ ンポジウム との連携 を前提 と

して設置 された ものである そ の母体の国際燃焼学会が科

学重視,基 礎研究重視の学会であるので本学会 もそれを伝

統 として きた そ れはそれ で良いのであるが,法 人の公共

性 とい う観 点か らすればそれだ けでは不十分な面 も出て こ

よう 特 に,燃 焼機器関連企業の支援 については早急にそ

の方法を考 える必要があると思 われ る 経 産省の材 料関係

の委 員会で金属熱処 理関係の企業の方々 と議 論をしたがぅ

その とき関係企業が中小企業で あることが最大の問題 であ

るとわかった 学 会は,対 象 とする学問の成熟度に応 じて

変化すべ きである ま た,そ の対象範 囲を変 えてい く必要

もでて くる こ のことが法人 としての公益性 に応 えること

になるのではないか と思 う

さて,1968年 に修士課程 に進学 した 指 導教官は故熊谷

清―郎教 授 (以下熊谷先生)で ある 「何故,燃 焼 を専 門分

野に したか Jと い う質問を受 ける ことも有 り ま た 自F・5

自答す るこ ともある 当 時,内 燃機関の排気が問題 にな り

つつあって ,内 燃機関の泰斗の方が 「これか らは燃焼が重

要 となる J といわれた こ とも原 因の一つ である ことは事

実である し か し,本 当は熊谷先生 との出会いが こ との起

こりではないか と思える 進 学後の最 初の輪講会に出席 し

た ところぅ熊谷先生が木村逸郎先生や酒井 忠美先生を交 え

て 「鳥 日はビタミン A不 足のためだが,そ れでは鳥 にビタ

ミン Aを 飲 ませれば夜 も目が見 えるようになるのであろう

か Jな どの話 を輸 講そっちのけで話 され ていた そ れ に

大いに心 を引かれたのが最初で あつた と思 う 以 下に熊谷

先生が 日頃 よく口にされていた言葉を紹介す る

熊谷語録その 1:「 金があ るか ら研 究で きない Jこ れ

は リーズ大学での国際燃焼 シンポジウムで ゴール ドメダル

受賞時のス ピーチでも触れ られているが,常 に言い続 けら

れていた そ の後 に 「テ ィンカンフックス」の話が続 くこ

ともあった オ リジナル な研究は買える装置 ではで きない

とい うこと,装 置 を王夫 して自作すれば考え る力が養われ

るとい うこと,で あろうわ、

熊谷語録その 2t「 燃焼 とは研究で ある Jこ れは,米

国の燃焼機器 会社の社長に 「燃焼 とは何で すか Jと 問 か

れて,そ の ときの答であるとのことで あつた そ の後, こ

の言葉が社旗の一部に使われた との ことであつた

熊谷語録その 3 :「 エ ンジンを頭の中で回す Jこ れは,

基礎研究をやっているが,そ れはエンジンの基礎研究 とし

て, すなわち明確 な目的をもつて研 究を行 うべ しの意味で

ある こ れは小生 との合作であるような気が しているが定

かでない 熊 谷先生は 中島飛行機に就職 されていた ことも

あったので実 機に対 する造話 と思い入れは深 かった 「君

たちの研究 は窒素酸化物 を減 らそうとしているのか ,増 や

そう としてい るのか さっば り分か らない 」 と続 くことも

あつた

熊谷語録その 4:「 頭のいいやつは, またあの話かぅ と

人のいうこ とを聞かない だ か ら何回 も話 してや らない と

頭 に入 らない Jこ れ は, もともと先生 の恩師 の富塚先 生

がいってお られた らしいが, この言葉に よって熊谷語録を

何回も間か され ることとなった

以上 ,熊 谷語録の ほんの一部 を紹介 させて頂いた 御 本

人は誰 しも認めるように非常にオ リジナ リテイの有 る方で

あったが, その言葉に も誠 にオ リジナ リテ イがあると思 う

次第である 御 冥福をお祈 りします

０
“

日本燃焼学会設立 50周 年記念に寄せて

第八代会長 河 野 通 方


